
世界を変えた大発明

コンピュータ

情報社会を支える再重要技術の歴史について振り返ってみましょう

プライベートを充実させる！
モノを片付けて、スッキリ生活を実現！

モノを整理してリラックスできる住空間にしませんか？
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トリプルアニバーサリーイヤー

日本をもっと元気よく JAIFAはこれからも、全国の被災地支援に取り組んでいきます

JAIFA公式LINEの
友だち登録は
こちらから。



ログイン方法が簡単に
なりました！

今すぐログイン

生命保険営業に必要な情報を学べるサイト
「JAIFA 学習帖」をぜひご活用ください !!
生命保険営業に必要な情報を学べるサイト
「JAIFA 学習帖」をぜひご活用ください !!

JAIFA学習帖

「　　　　　　 」サイト

今後もいつでも見や
すいようにホーム画面
に追加しましょう。

iPhone なら画面の下
部、iPad なら画面上
部のマークをタップ！
アンドロイドの方は ……

をタップ！
※機種により操作方法
が異なる場合があり
ます。

タップ！
※ iPhone、iPad での操作。� �
アンドロイドでは機種により操作
方法が異なる場合があります。

ホーム画面に追加 
さ れ た ア イコン
をタップすれば、
学習帖がいつでも
すぐに見られます！

● 利用開始にあたっての会員情報入力・変更が不要となり、アクセスコード入力のみでログイン可能です。
● ログインのためのアクセスコードは、本誌 Present に掲載いたします （３か月に１回変更されます）。
● �2022 年３月以前にメールアドレス＋パスワードでログインされていた方も、お手数ですがアクセスコードの入力をお願いいたします。
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2022 年
４月以降の

ログイン方法に
ついて

人気コンテンツ紹介
閲覧数
No.2
閲覧数
No.1
閲覧数
No.3

1月～3月のアクセスコード「1202」を
入力し、ログインボタンをクリック

毎月月初に 
コンテンツが追加されていきます。

●�映像で学ぶ“生命保険提案”�
2月追加予定:【法人への提案】 
・見込み客の見つけ方③

新コンテンツ



昭20・29・38・47・56・平2・11 昭19・28・37・46・55・平元・10 昭18・27・36・45・54・63・平9

昭17・26・35・44・53・62・平8 昭16・25・34・43・52・61・平7 昭15・24・33・42・51・60・平6

昭14・23・32・41・50・59・平5 昭13・22・31・40・49・58・平4・13 昭12・21・30・39・48・57・平3・12

今月の運勢

自然界の森羅万象を九つの気に分類している九性
気学。人は、生まれたときの「気」によって、九つ
の性に分けられます。「気」は生まれ年ごとにより
違い、それによって「本命性」が決まります。運勢
に影響を与える本命性を知って、あなたの潜在力
を活かしませんか?
※開運方位は自宅からみた吉方位になります。

平成 6 年、鑑定士および講師の資格取得。同年中華民国星相学会の永久会員となり、易学のプロとして世界で通用する資格も取得。現在、企業講演、鑑定、月刊
誌への執筆、ラジオ、テレビ、セミナー教室等で活躍中。著書に『人生を変える幸せの占い革命』『もっと幸せになれる九性気学』、作詞『ジョ・ホールの街』　ネット
上でもマダム晶子に出会えます！
マダム晶子開運塾（（株）オフィス一陽）〒 180-0021 東京都武蔵野市桜堤 1-1-7-102　TEL＆FAX：0422-53-8733　http://www.akiko-kaiun.jp

マダム晶子

離合集散の気に包まれて過ごす1ヵ月です。あなたの一
挙手一投足が周りの注目を集めます。自分の考え方も
行動もそしてあなたを取り巻く周囲もあなたにはピン
ト外れですから大変厳しいです。誰も頼らずに一人で
コツコツ行動する以外に道はありません。ビジネス運は
再度の訪問が効を奏しますから、以前に訪問したところ
をもう一度訪問してみましょう。二度目は最良です。あ
なたに良い結果をもたらしてくれます。金銭運は次の月
のお楽しみですが、営業利益は他者からの恩恵ありです。
社交運は取り巻く周囲が積極的にお誘いをしてくれま
すので騒々しく賑やかに展開します。隠し事はバレます。
開運★西吉方位～ごく近くを散歩程度あるいは営業活動
をしましょう。

変化厳禁の1ヵ月です。昨年からの流れの悪さがあなた自身
の変身を望んでいます。新しい年の始まりの月ですから、わ
ざわざ流れを変えずに現状を守りましょう。幸い今月のあ
なたはピントピタリで、取り巻く周囲の気も行動も的確で
す。ビジネス運はグループや組織、親戚などに商品の紹介な
どをしてみましょう。新しい動きが良い結果を生むことにな
ります。金銭運は営業利益が良い成績になる可能性が高い
ですから、ムラッ気をなくして小まめに訪問してみましょう。
社交運は人気上昇です。お誘いも多く集まりも多くなるでしょ
う。言葉の行き違いや舌禍にはくれぐれも気を付けましょう。
開運★東吉方位～ごく近くを散歩しましょう。
（散歩することで良い出会いがあり。今月の東はあなたには開
運方位ですよ）

今月のあなたの運気は盛運に入りました。思い通りの
展開を望むなら一気に走らないで準備が先です。運気
はようやく晴れ間の良い場所へ出たのですから勇み
足にならないように気を付けましょう。自分の行動や
感覚はピント外れですが、あなたを取り巻く周囲の状
況は最良です。良い支援の輪が広がりそうです。ビジ
ネス運は「奉仕は自分の宝」と思い周囲に尽くして手
を差し伸べましょう。その厚意がこれから向かう５ヵ
月のための種まきです。必ず実りますので奉仕の心で
過ごしましょう。金銭運＆社交運ともに現状維持です。
開運★東大吉方位～遠方へ出かけましょう。ラッキー開
運の良い方位です。
（発展の気運に乗れます。ビジネスチャンスが広がります）

今月のあなたは躍進のときを迎えました。自分の行
動も考え方も的確な判断ができるときです。あなた
を取り巻く環境は良くありません。物事を決めると
きは周りの意見に左右されないように注意して活
動してください。ビジネス運は何もかも準備が調っ
たら前進しましょう。GOサインです。昨年から気
になっていた事柄や放置していた案件事項は今月
テーブルに再び載せてみましょう。良い結果になる
と思います。金銭運は停滞気味ですから大きな買い
物や消費には気を付けて、散財しないようにしましょ
う。社交運は現状維持。守るが勝ちです。
開運★東南吉方位～ごく近くで営業活動や飲食をしましょう。
（周りの人達からお誘いを受けやすい。飲食が紹介へ結び付きます）

令和５年2月度の始まりは勢いと共に過ごします。今月の
テーマは「動いて、動いて」過ごすことになります。自分の
気も活動も良くないのですが、あなたを取り巻く周囲の状
況は最高です。元気よく活動できる1ヵ月になります。ビ
ジネス運は旧知の顧客はもちろんですが、新しいところが
開拓できるときでもあります。ほどほどに動いてみましょ
う。ビッグチャンスに遭遇する可能性が高いときです。金
銭運はかなり良好です。今までの努力が実を結んでくれ
るとき。望んだとおりの金銭運になる1ヵ月です。社交運
は新しい動きはありません。現状維持を守りましょう。
開運★南吉方位～ごく近くで営業活動をしましょう。
（新しい出会いに期待が持てます。復活や見直しなどが舞い
込みます）

今月のあなたの運気は最高の場所で過ごすことにな
ります。今まで努力して勝利の末に入るこの場所は
慢心したくなるほど最高のときですから、さらにこれ
以上を求めてはいけません。あなたの判断や行動は
的確ではありません。取り巻く周囲の状況もピント外
れです。ビジネス運はこれまでの良かったときの反
省と今後の計画を練りながら、自分の足元を固めて内
面を強化することに専念しましょう。金銭運は現状維
持を守りましょう。社交運は賑やかに展開しそうです。
お誘いも多く飲食の機会も増えますので金銭感覚だ
けは派手にならないように気を付けましょう。
開運★東大吉方位～ここで営業活動をしましょう。
（発展の流れをつかむ、良い情報が手に入る開運方位です）

2023年2月節 2.4▶3.5

立春を過ぎていよいよ令和5年の始まりの1ヵ
月です。お正月気分もなかなか抜けない今月な
のですが、少々お気楽に展開しています。自分
の気は的確で判断も正確な基準で動けそうです。
あなたを取り巻く周囲の気は欲張りなピンボ
ケ状態です。ビジネス運は周りの意見に左右
されないように気を付けましょう。金銭運は
どこかのんびり遊んでいても帳尻の合う月です。
その上金銭的にも充分潤いがありますので恵
まれています。社交運は新しい動きはありま
せん。現状維持で過ごすことが大事なときです。
開運★南吉方位～ここで商談や営業活動をしましょう。
（新しい出会いが期待できそう。良い情報は早めに届く）

今月のあなたの運気は運勢階段の一番下の「衰局」
です。自分の行動と考え方は的確に活動できますが、
取り巻く状況は揃って良くありません。やることな
すことピンボケです。そんな中でのビジネス運ですが、
イージーミスなども多くなり先の見通しが付きませ
ん。そして力が出ません。ここは辛抱して次へのス
テップアップのためにも自力を出して頑張りましょう。
金銭運は全くツキがないので無駄遣いなどしないで
計画的な出費になるようにしましょう。社交運は情
が絡むとトラブルに発展しそうなので注意しましょう。
開運★西北吉方位～ごく近くで情報活動をしてね。
（再会や復活を願った動きをしましょう。良い結
果になります）

新年早々の最初の保険月、今月のあなたは年頭から願
い事が叶う1ヵ月です。昨年中に自分の周りの整理整頓
はできていると思いますが、改めて令和５年度の整理整
頓をしてみましょう。そこからあなたの願望達成は見え
てきます。今月のビジネス運は自分の考え方や行動が
急ぎすぎて勇み足な上にピンボケです。しかしあなた
を取り巻く周囲の状況は最高にあてになります。周りと
協調姿勢で活動していきましょう。金銭運は良くありま
せんので今月は買い物をしないと心に誓い、財布の紐を
締めておきましょう。社交運は緩やかに進みます。
開運★東大吉方位～営業活動は遠方まで良い運気なので
ここで活動を！
（金運アップ。新しい展開ができます。飛躍する開運方位）

※九性気学では1年の始まりを旧暦2月4日の立春としています。



PCの方は
下記QRコードを
スマホで
読み込んで
ください

本誌をお開きいただきましてありがとうございます。
当協会は、公益法人として、広く国民消費者の皆様に広報
誌をお手に取っていただき、
お役に立てていただけますよう発信しております。

© 公益社団法人 生命保険ファイナンシャルアドバイザー協会教育部会

JAIFA広報誌「Present」編集部 行
FAX 03-3241-0314
E-mail info@jaifa.or.jp

本誌に対しまして
ご意見、ご感想を
お寄せください。生命保険の知識の向上と一般消費者の利益保護を図り、

国民生活を守るため、公正・適正な業務の運営を目的とし
た生命保険募集人の公益団体であり、生命保険ファイナン
シャルアドバイザーとして活動しています。

Japan Association of Insurance and Financial Advisors
公益社団法人 

生命保険ファイナンシャルアドバイザー協会
【JAIFA（ジェイファ）】とは

※ 2023 年の Present は、地球環境の保全保護を考
慮し、大豆油から作られたソイインクと適切に管
理された森林から出された FSC の製品を使用して
います。

2022 年 JAIFA は創立 60 周年を迎えました。
JAIFA は、コロナ禍を乗り越えた時代に向かってこれか
らも邁進していきます。

トリプルアニバーサリーイヤー
1962 年   創　　 　　 立 ＜ 60周年＞
2002年   名 称 変 更 ＜ 20周年 ＞
「社団法人全日本生命保険外務員協会」から「社団法
人生命保険ファイナンシャルアドバイザー協会」へ

　　　　　　　　2012 年 公益社団法人認定 ＜10周年＞
トリプルアニバーサリーイヤー

公益社団法人　生命保険ファイナンシャルアドバイザー協会

理事長　金井　敬司

一人ひとりの協力で
永続的社会貢献活動を続けていきましょう。

累計総額　5億8,909万2,453円
令和4年度 募金現在額は 854万 4,601円です （令和4年12月31日現在）

今年度以降も、毎年“1月31日生命保険の日”に全国一斉贈呈式を継続してまいります!

「Present」の語源には「現代・今」という意味があります。
一人ひとりの大切な今日に感謝の気持ちを込めて「プレゼント」を贈ります。

今月の
表 紙

/2023
～今月号の表紙は神奈川にゆかりがある写真を掲載しています～
京浜工業地帯の工場夜景　東京と神奈川にまたがる京浜工業地帯の中央に位置する川崎市は、日本の
高度経済成長を支えた工業都市として知られています。川崎市臨海部の工場群は、夜になるとライトアッ
プがイルミネーションのような光景を描き出し、今では夜景の観光スポットとして人気を集めています。2

	 マダム晶子の九性気学で 今日から開運
02	 特集　第 9 回　プライベートを充実させる！ 
	 モノを片付けて、スッキリ生活を実現！
06	 連載　第 9 回　世界を変えた大発明 
	 コンピュータ
08	 第 94 回　ゼロから学ぶ税金講座 
	 贈与税の基本のキ 
	 改正の前に知っておくべきこと
10	 第 242 回　ありがとう生命保険 
	 ～中学生作文コンクール入賞作品より～ 
	 ｢誰も知らない「保険」」 
	 千葉県　いすみ市立大原中学校　１学年　勝見　流々

12	 第 71 回　社会保険 Q&A 
	� 40 歳が境目の遺族厚生年金

13	 第 131回　桐生純子の愛され力　コミュニケーション術 
	� 【素敵な人がやっている小さな習慣】 

～自分を幸せにする４つの Step ～
14	 第 121 回　心のかけはし 
	� お客様の将来の見通し、ありたい姿を 

具体的にイメージできるよう示して 
解決策を考えていきます

18	 第 143 回　思わず伝えたくなる！お金にまつわるエトセトラ 
	� 112 万人が放置 !? 

企業型 DC の「自動移換」に注意
19	 第 53 回　JAIFA　VOICE 
	� 公益的なイベントへ参加し、JAIFA の 

活動意義などを周知広報活動しています
20	 2023JAIFA年次大会in神奈川 
	 参加者募集のご案内

01 2023  |  February
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屋
が
散
ら
か
っ
て
し
ま
う
人
に
は
、
ど
の
よ
う
な

特
徴
が
考
え
ら
れ
る
で
し
ょ
う
。

・
後
で
片
付
け
よ
う
と
先
送
り
す
る

・
完
璧
に
片
付
け
よ
う
と
す
る

・
も
っ
た
い
な
い
と
不
要
な
も
の
ま
で
持
つ

・
収
納
の
ル
ー
ル
を
決
め
て
い
な
い

片
付
け
を
先
送
り
す
る
こ
と
や
、
完
璧
に
や
ろ

う
と
す
る
の
は
主
に
気
持
ち
の
問
題
で
す
。「
定

期
的
に
片
付
け
の
時
間
を
確
保
す
る
」「
毎
日
1

か
所
で
も
少
し
ず
つ
片
付
け
て
い
く
」な
ど
を
意

識
す
れ
ば
、
部
屋
の
中
は
大
き
く
変
わ
る
の
で

は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

ま
た
、
片
付
か
な
い
人
に
あ
り
が
ち
な
の
が
、

「
も
っ
た
い
な
い
」と
い
う
気
持
ち
が
強
い
こ
と
。

使
え
る
も
の
ま
で
捨
て
て
し
ま
う
の
は
も
っ
た
い

な
い
こ
と
で
す
が
、
不
用
品
を
手
元
に
い
つ
ま
で

も
お
い
て
お
く
の
と
は
線
引
き
が
必
要
で
す
。

後
述
し
ま
す
が
、
自
分
な
り
に
片
付
け
の
ル
ー

ル
を
決
め
て
お
く
こ
と
も
ス
ッ
キ
リ
生
活
実
現

の
た
め
に
は
大
切
な
こ
と
で
す
。

片
付
け
れ
ば

　
　

こ
ん
な
メ
リ
ッ
ト
が
…

部
屋
を
片
付
け
る
こ
と
の
メ
リ
ッ
ト
は
さ
ま

ざ
ま
で
す
が
、
次
の
よ
う
な
効
果
が
期
待
で
き

ま
す
。

　

 

探
し
も
の
時
間
が
減
る

必
要
な
も
の
が
す
ぐ
に
出
て
こ
な
い
と
、
時
間

の
無
駄
に
な
る
だ
け
で
は
な
く
、
ス
ト
レ
ス
も
溜

ま
り
ま
す
。
収
納
場
所
を
決
め
て
、
普
段
か
ら

モ
ノ
の
置
き
場
所
に
目
配
り
を
し
て
お
け
ば
、
探

し
も
の
に
か
け
る
時
間
は
グ
ッ
と
短
縮
で
き
る

は
ず
で
す
。

　

 

心
が
リ
ラ
ッ
ク
ス
で
き
る

モ
ノ
が
き
ち
ん
と
整
理
さ
れ
、
部
屋
が
片
付

い
た
状
態
だ
と
心
が
落
ち
着
き
ま
す
。
整
理
さ

れ
た
状
態
で
あ
れ
ば
、
視
線
が
あ
ち
こ
ち
に
飛

ん
で
気
が
散
る
こ
と
も
な
く
な
り
、
な
に
か
作

業
を
す
る
と
き
で
も
集
中
で
き
る
も
の
で
す
。

　

 

ム
ダ
な
買
い
物
が
減
る

物
価
高
が
進
む
い
ま
、
不
要
な
も
の
は
買
わ

な
い
心
構
え
も
大
切
で
す
。
散
ら
か
っ
た
状
態
で

は
、
す
で
に
あ
る
も
の
を
気
が
付
か
ず
に
再
度

購
入
し
て
し
ま
う
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
片
付
い

た
状
態
で
あ
れ
ば
持
ち
物
も
把
握
で
き
、
お
金

の
無
駄
遣
い
防
止
に
繋
が
り
ま
す
。
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　プ
ラ
イ
ベ
ー
ト
を

　充
実
さ
せ
る

具
体
的
な
片
付
け
術
は
？

片
付
け
方
に
つ
い
て
は
、
さ
ま
ざ
ま
な
考
え

方
・
方
法
が
あ
り
ま
す
が
、
そ
の
中
で
も
比
較

的
か
ん
た
ん
に
実
践
で
き
る
片
付
け
術
を
５
つ

ご
紹
介
し
ま
し
ょ
う
。

１
．
モ
ノ
を
い
っ
た
ん
す
べ
て
取
り
出
す

最
初
に
、
収
納
し
て
い
る
モ
ノ
を
す
べ
て
取

り
出
し
ま
す
。
片
付
け
の
第
一
歩
は
、
何
を
ど

れ
だ
け
持
っ
て
い
る
か
を
把
握
す
る
こ
と
か
ら

で
す
。
た
だ
し
、
部
屋
に
あ
る
モ
ノ
を
一
度
に
す

べ
て
出
す
と
収
集
が
つ
か
な
く
な
り
ま
す
。
キ
ッ

チ
ン
や
リ
ビ
ン
グ
、
寝
室
な
ど
場
所
単
位
で
取

り
出
す
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。

２
．
細
か
く
分
類
し
す
ぎ
な
い

取
り
出
し
た
ら
、
不
要
な
も
の
と
必
要
な
も

の
に
分
類
し
ま
す
。「
毎
日
使
う
も
の
」「
た
ま
に

し
か
使
わ
な
い
も
の
」「
使
え
る
も
の
」「
壊
れ
て

い
る
も
の
」と
い
っ
た
よ
う
に
、
利
用
頻
度
や
利

用
可
否
の
視
点
で
分
け
て
い
き
ま
す
。

中
に
は
、
1
年
に
１
度
し
か
使
わ
な
い
も
の

も
あ
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
が
、
１
回
で
も
使
っ

て
い
る
場
合
は
手
元
に
残
し
て
お
き
ま
し
ょ
う
。

あ
り
が
ち
な
の
が
、
ま
っ
た
く
使
わ
な
い
に
も

か
か
わ
ら
ず
、「
ま
だ
壊
れ
て
い
な
い
か
ら
」
な

ど
の
理
由
で
、
手
元
に
残
す
判
断
を
し
て
し
ま

う
こ
と
。
モ
ノ
は
使
う
こ
と
が
本
来
の
目
的
で

す
。
使
っ
て
く
れ
そ
う
な
人
に
譲
る
こ
と
も
考

え
て
み
ま
し
ょ
う
。

３
．
不
要
な
も
の
は
処
分
す
る

「
い
つ
か
使
う
か
も
し
れ
な
い
」「
も
っ
た
い
な

く
て
捨
て
ら
れ
な
い
」
と
い
う
人
は
多
い
と
思

い
ま
す
。
し
か
し
、
発
想
を
変
え
な
い
と
、
い

つ
ま
で
も
モ
ノ
を
減
ら
す
こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
。

１
年
以
上
使
わ
な
か
っ
た
も
の
、
着
な
か
っ
た

服
な
ど
は
処
分
す
る
な
ど
、
自
分
な
り
の
ル
ー

ル
を
決
め
ま
し
ょ
う
。

書
類
や
プ
リ
ン
ト
さ
れ
た
写
真
は
ス
キ
ャ

ナ
ー
で
デ
ジ
タ
ル
化
し
て
、
現
物
は
処
分
す
る

の
も
一
つ
の
方
法
で
す
。
ま
た
、
フ
リ
ー
マ
ー

ケ
ッ
ト
や
ネ
ッ
ト
オ
ー
ク
シ
ョ
ン
に
出
品
し
た

り
、
中
古
買
取
を
利
用
す
る
方
法
も
あ
り
ま
す
。

思
い
が
け
な
い
値
段
が
つ
い
て
、
お
小
遣
い
稼
ぎ

に
な
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

４
．
範
囲
を
決
め
て
小
さ
な
部
分
か
ら

１
日
で
す
べ
て
を
終
わ
ら
せ
よ
う
と
は
せ
ず
、

小
さ
な
範
囲
か
ら
少
し
ず
つ
進
め
る
よ
う
に
し

ま
し
ょ
う
。
片
付
け
は
意
外
と
時
間
が
か
か
る

も
の
。
暇
な
日
に
ま
と
め
て
や
ろ
う
と
先
延
ば

し
に
す
る
と
、
そ
の
間
に
も
モ
ノ
が
溜
ま
っ
て
い

き
、
結
局
片
付
か
な
い
と
い
う
こ
と
に
な
り
か

ね
ま
せ
ん
。
ち
ょ
っ
と
し
た
隙
間
時
間
を
使
い
、

1
日
に
10
分
程
度
で
も
い
い
の
で
少
し
ず
つ
進

め
る
の
が
片
付
け
成
功
の
秘
訣
で
す
。

ま
た
、
毎
週
あ
る
い
は
毎
日
、
決
ま
っ
た
時

間
は
片
付
け
タ
イ
ム
と
し
て
時
間
を
確
保
す
る

こ
と
も
お
す
す
め
で
す
。
毎
日
で
あ
れ
ば
、
1

回
30
分
以
内
と
決
め
て
お
け
ば
、
そ
れ
ほ
ど
大

き
な
負
担
に
は
な
り
ま
せ
ん
。

５
．
収
納
場
所
を
見
直
す

収
納
す
る
と
き
は
毎
日
使
う
も
の
と
、
と
き

ど
き
使
う
も
の
に
分
類
し
ま
す
。
毎
日
使
う
も

の
は
目
の
届
く
範
囲
に
置
き
、
出
し
入
れ
し
や

す
い
定
位
置
を
決
め
て
お
き
ま
す
。

特
に
、
い
つ
も
出
し
っ
ぱ
な
し
に
な
っ
て
い
る

モ
ノ
が
あ
る
人
は
、
収
納
が
不
足
し
て
い
る
か
、
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　プ
ラ
イ
ベ
ー
ト
を

　充
実
さ
せ
る

収
納
場
所
が
間
違
っ
て
い
る
可
能
性
が
あ
り
ま

す
。
頻
繁
に
使
う
も
の
な
ら
す
ぐ
に
取
り
出
せ

る
場
所
に
し
ま
う
な
ど
、
収
納
場
所
を
見
直
す

こ
と
で
片
付
け
が
楽
に
な
り
ま
す
。

収
納
す
る
場
所
が
足
り
な
い
と
い
う
人
は
、
モ

ノ
を
買
い
す
ぎ
て
い
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
持
っ

て
い
る
モ
ノ
す
べ
て
を
し
ま
う
の
で
は
な
く
、
収

納
ス
ペ
ー
ス
に
合
わ
せ
て
数
を
調
整
し
て
み
て

は
い
か
が
で
し
ょ
う
か
。

●
ト
ラ
ン
ク
ル
ー
ム
の
活
用
も

最
近
で
は
、
モ
ノ
を
収
納
・
保
管
す
る
た
め

の「
ト
ラ
ン
ク
ル
ー
ム
」の
サ
ー
ビ
ス
も
増
え
て

き
ま
し
た
。
日
用
品
、
レ
ジ
ャ
ー
用
品
、
衣
類
、

書
籍
は
も
ち
ろ
ん
、
中
に
は
自
転
車
や
オ
ー
ト

バ
イ
を
保
管
で
き
る
場
合
も
あ
り
、
い
つ
で
も
好

き
な
と
き
に
出
し
入
れ
で
き
ま
す
。

ト
ラ
ン
ク
ル
ー
ム
に
は
、「
屋
内
型
」「
屋
外
型
」

「
宅
配
型
」の
３
つ
が
あ
り
ま
す
。

屋
内
型
は
、
空
調
も
し
っ
か
り
し
て
い
る
の
で
、

衣
類
、
書
籍
、
精
密
機
器
と
い
っ
た
温
度
や
湿

度
の
影
響
を
受
け
や
す
い
も
の
が
向
い
て
い
ま

す
。屋

外
型
は
、
コ
ン
テ
ナ
の
よ
う
な
も
の
が
敷
地

に
設
置
さ
れ
て
い
る
タ
イ
プ
で
す
。
空
調
管
理

は
さ
れ
て
い
な
い
こ
と
が
多
い
の
で
、
ア
ウ
ト
ド

ア
用
品
や
工
具
な
ど
、
比
較
的
温
度
や
湿
度
の

変
化
に
影
響
を
受
け
な
い
も
の
に
利
用
す
る
の

が
よ
い
で
し
ょ
う
。

宅
配
型
は
、
専
用
の
ダ
ン
ボ
ー
ル
な
ど
に
収

納
し
た
も
の
を
運
送
業
者
が
集
荷
し
て
預
か
っ

て
く
れ
る
サ
ー
ビ
ス
で
す
。
モ
ノ
を
運
搬
す
る
手

間
は
省
け
ま
す
が
、
急
に
必
要
に
な
っ
た
場
合

は
時
間
が
か
か
る
の
で
、
使
う
頻
度
の
低
い
も
の

に
利
用
す
る
の
が
お
す
す
め
で
す
。

ト
ラ
ン
ク
ル
ー
ム
の
利
用
料
金
は
、
タ
イ
プ

や
場
所
、
収
納
ス
ペ
ー
ス
の
広
さ
な
ど
に
よ
っ
て

変
わ
り
ま
す
。
多
少
の
費
用
は
か
か
り
ま
す
が
、

自
宅
に
収
納
場
所
や
収
納
環
境
に
限
界
を
感
じ

た
ら
、
ト
ラ
ン
ク
ル
ー
ム
の
活
用
を
考
え
て
み
ま

し
ょ
う
。

＊

＊

＊

片
付
け
た
後
、
散
ら
か
っ
た
部
屋
に
リ
バ
ウ
ン

ド
し
な
い
た
め
の
秘
訣
は
、「
使
い
終
わ
っ
た
モ

ノ
は
、す
ぐ
に
元
の
場
所
に
片
付
け
る
」こ
と
で
す
。

モ
ノ
の
豊
か
さ
よ
り
も
、
心
の
豊
か
さ
が
大
切

と
言
わ
れ
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
。
部
屋
を
片
付

け
て
、
不
要
な
も
の
を
整
理
し
、
ス
ッ
キ
リ
と
し

た
生
活
を
始
め
て
み
ま
し
ょ
う
。

ミ
ニ
マ
リ
ス
ト
の
元
祖
は

鴨
長
明
！？

モ
ノ
を
減
ら
し
、
最
小
限
の
も
の
だ
け
で
暮

ら
す「
ミ
ニ
マ
リ
ス
ト
」
と
い
う
生
き
方
が
あ
り

ま
す
。
そ
の
元
祖
と
も
言
え
る
人
物
を
ご
存
知

で
し
ょ
う
か
。『
方
丈
記
』
な
ど
で
知
ら
れ
、
平

安
時
代
の
終
わ
り
か
ら
鎌
倉
時
代
の
始
め
に
か

け
て
生
き
た
、
歌
人
で
随
筆
家
の
鴨
長
明
で
す
。

鴨
長
明
は
、
京
都
・
下
鴨
神
社
で
神
事
を
統

率
す
る
禰
宜
の
次
男
と
し
て
生
ま
れ
ま
し
た
。

幼
い
頃
は
不
自
由
の
な
い
裕
福
な
生
活
を
し
て

い
ま
し
た
が
、
ト
ラ
ブ
ル
続
き
で
神
職
の
道
が

閉
ざ
さ
れ
る
と
、
50
歳
の
頃
に
出
家
し
て
仏
道

の
道
へ
入
り
ま
し
た
。

そ
の
後
、
京
都
の
郊
外
に
一
丈
四
方（
1
辺
約

３
メ
ー
ト
ル
の
正
方
形
）
の
小
さ
な
家
を
つ
く
っ

て
住
み
始
め
、
そ
こ
で
の
生
活
や
世
の
中
の
様

子
を
記
録
し
た
の
が
方
丈
記
で
す
。

か
つ
て
の
豊
か
な
生
活
を
捨
て
、
質
素
に
生

活
す
る
中
で
、
生
き
物
や
自
然
に
対
す
る
感
覚

が
研
ぎ
澄
ま
さ
れ

て
い
っ
た
よ
う
で

す
。
そ
し
て
、
や

ど
か
り
を
例
え
に
、

身
の
程
に
あ
っ
た

生
活
を
説
く
鴨
長

明
の
生
き
方
は
、

現
代
に
も
通
用
す

る
も
の
と
言
え
る

で
し
ょ
う
。
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い
浮
か
び
ま
す
が
、
広
い
意
味
で
は
計
算
や

デ
ー
タ
処
理
を
自
動
的
に
行
う
装
置
全
般
を
指

す
言
葉
で
あ
り
、
卓
上
計
算
機
や
ス
マ
ー
ト

フ
ォ
ン
も
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
の
一
部
で
す
。

コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
は
漢
字
で「
電
子
計
算
機
」

と
表
す
と
お
り
、
そ
の
正
体
は
電
気
信
号
を

使
っ
て
計
算
を
行
う
計
算
機
で
す
。
歯
車
な
ど

の
動
き
を
利
用
し
て
計
算
を
実
現
す
る
機
械
式

計
算
機
は
17
世
紀
ご
ろ
か
ら
作
ら
れ
て
い
ま
し

た
が
、
現
代
の
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
と
同
じ
く
電
気

信
号
に
よ
る
装
置
が
世
界
で
初
め
て
実
用
化
さ

れ
た
の
は
１
９
４
６
年
。
ア
メ
リ
カ
で
大
砲
の

弾
道
計
算
の
た
め
に
開
発
さ
れ
た
Ｅエ

ニ

ア

ッ

ク

Ｎ
Ｉ
Ａ
Ｃ

が
そ
の
第
一
号
で
す
。
こ
れ
は
数
百
キ
ロ
相
当

の
配
線
材
を
は
じ
め
と
す
る
膨
大
な
電
子
部
品

で
構
成
さ
れ
て
お
り
、
そ
の
大
き
さ
は
50
坪
の

部
屋
を
占
有
す
る
ほ
ど
。
毎
秒
５
千
回
の
足
し

算
・
引
き
算
が
で
き
、
７
時
間
か
か
る
手
計
算

を
わ
ず
か
３
秒
で
解
く
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

し
か
し
、
別
の
計
算
を
行
う
た
め
に
は
膨
大
な

配
線
を
手
動
で
つ
な
ぎ
替
え
る
必
要
が
あ
り
、

柔
軟
な
対
応
は
で
き
ま
せ
ん
で
し
た
。

そ
ん
な
Ｅ
Ｎ
Ｉ
Ａ
Ｃ
の
弱
点
を
解
決
し
た
の

メ
ー
ル
の
送
受
信
や
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
の
閲

覧
、
資
料
作
成
や
Ｗ
Ｅ
Ｂ
会
議
、
動
画
や
写
真

の
編
集
な
ど
、
仕
事
か
ら
趣
味
ま
で
さ
ま
ざ
ま

な
場
面
で
活
躍
す
る
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
。
コ
ン

ピ
ュ
ー
タ
と
い
う
と
い
わ
ゆ
る
パ
ソ
コ
ン
が
思

現
代
ま
で
受
け
継
が
れ
る

現
代
ま
で
受
け
継
が
れ
る  

　
　
　
　
　
　
ノ
イ
マ
ン
型

　
　
　
　
　
　
ノ
イ
マ
ン
型

が
、
１
９
４
９
年
に
イ
ギ
リ
ス
の
ケ
ン
ブ
リ
ッ

ジ
大
学
で
誕
生
し
た
Ｅエ

ド

サ

ッ

ク

Ｄ
Ｓ
Ａ
Ｃ
で
す
。
こ
れ

は
命
令
を
読
み
込
ん
で
順
番
に
実
行
す
る「
ノ

イ
マ
ン
型
」と
い
う
設
計
方
式
を
採
用
し
た
プ

ロ
グ
ラ
ム
内
蔵
式
電
子
計
算
機
で
あ
り
、
計
算

手
順（
ア
ル
ゴ
リ
ズ
ム
）を
記
述
し
た
プ
ロ
グ

ラ
ム
を
読
み
込
ま
せ
る
こ
と
で
、
装
置
自
体
の

構
成
を
変
え
る
こ
と
な
く
計
算
を
行
う
こ
と
が

で
き
ま
し
た
。
現
代
の
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
の
ほ
と

ん
ど
が
ノ
イ
マ
ン
型
を
採
用
し
て
い
る
こ
と
か

ら
、
Ｅ
Ｄ
Ｓ
Ａ
Ｃ
は
現
代
の
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
の

元
祖
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。

私達の生活様式を一変させた画期的な技術や発明を紹介する「世界を変えた大発明」。前回の「殺
菌」に続いてご紹介するのは「コンピュータ」です。パソコンだけでなく炊飯器や電子レンジなど、
身近な家電製品にもマイクロコンピュータという形で搭載されて
おり、その恩恵を受けない日はありません。昨今注目を集めてい
るAI技術とも切り離すことができない、現代の最重要技術です。
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コンピュータ

世界で初めて実用化された電子計算機「ENIAC」
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１
９
５
０
年
代
ま
で
の
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
は
、
電

気
信
号
の
増
幅
や
オ
ン
オ
フ
を
制
御
す
る
機
能

を
も
つ
電
子
部
品「
真
空
管
」を
組
み
合
わ
せ
て

計
算
処
理
を
実
現
し
て
い
ま
し
た
。
し
か
し
真
空

管
は
ガ
ラ
ス
と
金
属
で
で
き
て
い
る
た
め
衝
撃

に
弱
い
う
え
軽
量
化
が
難
し
く
、
約
１
万
９
千

本
の
真
空
管
を
使
用
し
た
Ｅ
Ｎ
Ｉ
Ａ
Ｃ
は
約
30

ト
ン
、
約
５
千
本
の
真
空
管
を
使
用
し
た
世
界

初
の
商
用
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
Ｕユ

ニ
バ
ッ
ク
・
ワ
ン

Ｎ
Ｉ
Ｖ
Ａ
Ｃ
１
は
約

７・５
ト
ン
の
重
量
が
あ
り
ま
し
た
。

真
空
管
を
使
用
す
る
限
り
小
型
化
や
省
電
力

化
は
困
難
で
し
た
が
、
こ
の
状
況
に
革
命
を
も

た
ら
し
た
の
が
１
９
４
７
年
に
発
明
さ
れ
た
電

子
部
品「
ト
ラ
ン
ジ
ス
タ
」で
す
。
電
気
を
通

す
物
質
と
通
さ
な
い
物
質
の
中
間
の
性
質
を
も

つ「
半
導
体
」で
作
ら
れ
た
ト
ラ
ン
ジ
ス
タ
は
、

真
空
管
と
同
等
の
機
能
が
あ
り
な
が
ら
小
型
・

軽
量
で
消
費
電
力
も
わ
ず
か
。
さ
ら
に
機
械
的

な
構
造
が
な
く
故
障
し
に
く
い
こ
と
か
ら
徐
々

に
真
空
管
か
ら
ト
ラ
ン
ジ
ス
タ
へ
の
置
き
換
え

ト
ラ
ン
ジ
ス
タ
が

ト
ラ
ン
ジ
ス
タ
が  

　
　
　
　
起
こ
し
た
革
命

　
　
　
　
起
こ
し
た
革
命

が
進
み
、
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
は
次
第
に
小
型
化
・

高
性
能
化
し
て
い
き
ま
し
た
。

そ
の
後
１
９
５
８
年
に
は
、
小
さ
な
基
板
上

に
い
く
つ
も
の
ト
ラ
ン
ジ
ス
タ
を
ま
と
め
て
電

子
回
路
を
構
築
し
た「
集
積
回
路（
Ｉ
Ｃ
）」が

誕
生
。
わ
ず
か
数
セ
ン
チ
の
基
盤
で
数
千
、
数

万
個
の
真
空
管
と
同
等
の
計
算
処
理
を
行
え
る

よ
う
に
な
り
、
技
術
発
展
に
よ
っ
て
Ｉ
Ｃ
の
集

積
度
が
上
が
る
に
従
っ
て
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
の
性

能
は
爆
発
的
に
向
上
し
ま
し
た
。

そ
し
て
１
９
７
５
年
に
は
、
オ
フ
ィ
ス
や
家

庭
に
お
い
て
個
人（
パ
ー
ソ
ナ
ル
）で
扱
え
る

コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
、
い
わ
ゆ
る
パ
ソ
コ
ン
が
登
場
。

パ
ソ
コ
ン
の
普
及
に
伴
っ
て「
情
報
」が「
資
源
」

と
同
じ
か
そ
れ
以
上
の
価
値
を
も
つ
情
報
化
社

会
が
到
来
し
た
の
で
す
。

コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
の
な
か
で
も
、
複
数
の
計
算

処
理
装
置
を
備
え
て
膨
大
な
デ
ー
タ
の
高
速
処

理
を
実
現
す
る
も
の
を
ス
ー
パ
ー
コ
ン
ピ
ュ
ー

タ
と
呼
び
ま
す
。
２
０
２
２
年
現
在
、
日
本
の

ス
ー
パ
ー
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ「
富
岳
」は
毎
秒
44

京
２
０
１
０
兆
回
の
計
算
能
力
を
有
し
て
お
り
、

そ
の
驚
異
的
な
計
算
能
力
は
創
薬
、
予
防
医
療
、

災
害
シ
ミ
ュ
レ
ー
シ
ョ
ン
、
気
象
予
測
、
新
素

材
開
発
、
宇
宙
工
学
研
究
な
ど
さ
ま
ざ
ま
な
分

野
で
活
用
さ
れ
て
い
ま
す
。

ま
た
近
年
は
、
量
子
力
学
の
原
理
を
応
用
す

る
こ
と
で
ス
ー
パ
ー
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
で
も
膨
大

な
時
間
が
か
か
る
計
算
を
短
時
間
で
処
理
で
き

る「
量
子
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
※
」が
注
目
を
集
め
て

い
ま
す
。
量
子
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
は
今
後
10
年
で

実
用
化
に
至
る
と
予
測
さ
れ
て
お
り
、
人
類
は

２
０
３
０
年
代
に
情
報
社
会
を
さ
ら
に
一
歩
進

め
る
こ
と
に
な
り
そ
う
で
す
。

※ 

物
質
を
構
成
す
る
原
子
や
電
子
な
ど
の「
量
子
」の
も
つ
性
質
を
利
用

し
て
情
報
処
理
を
行
う
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
。

実
用
化
目
前
の

実
用
化
目
前
の  

　
　
量
子
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ

　
　
量
子
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ

集積回路の内部には数千万から数億単位 
の半導体が作られている
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贈
与
税
の
改
正
が
行
わ
れ
る
よ
う
で
す
ね
。

国
会
で
改
正
法
案
が
成
立
す
る
こ
と
が

前
提
に
な
る
け
れ
ど
、
以
前
か
ら
予
想
さ
れ

て
い
た
改
正
が
い
よ
い
よ
実
施
さ
れ
る
こ
と

に
な
る
よ
。

な
ぜ
改
正
が
行
わ
れ
る
の
で
す
か
。

理
由
は
い
ろ
い
ろ
あ
る
よ
う
だ
け
ど
、

生
前
贈
与
に
よ
る
相
続
税
節
税
防
止
も
そ
の

一
つ
の
よ
う
だ
よ
。

生
前
贈
与
と
い
う
言
葉
は
よ
く
耳
に
し

１
１
０
万
円
の
基
礎
控
除
の
意
義

ま
す
が
、
生
前
に
贈
与
し
て
お
け
ば
相
続
財

産
が
減
る
か
ら
、
そ
の
分
、
相
続
税
も
減
る

と
い
う
こ
と
で
す
よ
ね
。

そ
れ
は
そ
の
と
お
り
だ
け
ど
、
そ
う
単

純
な
話
で
も
な
い
。
と
い
う
の
は
、
生
前
贈

与
に
は
贈
与
税
が
か
か
る
か
ら
ね
。

そ
れ
で
も
相
続
税
よ
り
贈
与
税
の
負
担
の

ほ
う
が
少
な
け
れ
ば
、
節
税
に
な
り
ま
す
よ
ね
。

じ
つ
は
一
般
に
、
贈
与
税
は
相
続
税
よ

り
負
担
が
大
き
く
な
っ
て
い
る
ん
だ
。
両
方

と
も
超
過
累
進
税
率

―
課
税
の
対
象
に
な

る
金
額
が
大
き
く
な
れ
ば
な
る
ほ
ど
税
率
が

高
く
な
る
仕
組
み

―
は
10
～
55
％
で
同

じ
だ
け
ど
、
税
率
が
ア
ッ
プ
す
る
度
合
い
が

贈
与
税
の
ほ
う
が
急
な
ん
だ
。
そ
れ
に
贈
与

税
の
基
礎
控
除
が
１
１
０
万
円
で
あ
る
の
に

対
し
、
相
続
税
は
法
定
相
続
人
が
い
れ
ば
最

低
で
も
３
６
０
０
万
円
だ
。
つ
ま
り
、
同
じ

金
額
を
相
続
で
受
け
取
っ
た
場
合
と
贈
与
で

受
け
と
っ
た
場
合
と
で
は
、
贈
与
の
ほ
う
が
、

格
段
に
税
金
は
多
く
な
る
。

そ
れ
じ
ゃ
、生
前
贈
与
は
意
味
が
な
い
？

そ
う
い
う
わ
け
で
も
な
い
よ
。
ポ
イ
ン
ト

は
１
１
０
万
円
の
基
礎
控
除
で
、
１
月
１
日
か

ら
12
月
31
日
ま
で
の
1
年
間
に
贈
与
さ
れ
た

財
産
額
か
ら
毎
年
差
し
引
く
こ
と
が
で
き
る
。

と
い
う
こ
と
は
、
毎
年
１
１
０
万
円
ず

つ
贈
与
す
れ
ば
贈
与
税
は
ゼ
ロ
で
す
み
、
長

い
目
で
み
れ
ば
相
当
な
財
産
を
移
転
で
き
て
、

そ
の
分
相
続
税
は
少
な
く
て
す
む
…
…
。

そ
の
と
お
り
！　

し
か
も
こ
の
１
１
０
万

円
は
、
贈
与
を
受
け
た
人
ご
と
に
適
用
が
あ

る
。
つ
ま
り
、
複
数
の
子
ど
も
や
孫
に
毎
年

１
１
０
万
円
ず
つ
贈
与
し
て
も
、
贈
与
税
は

か
か
ら
な
い
。

94

か
ね
て
よ
り
取
沙
汰
さ
れ
て
い
た
贈
与
税
の
改
正
が
、
い
よ
い
よ
実
施
さ
れ
る
こ
と
に

か
ね
て
よ
り
取
沙
汰
さ
れ
て
い
た
贈
与
税
の
改
正
が
、
い
よ
い
よ
実
施
さ
れ
る
こ
と
に

な
っ
た
。
改
正
を
前
に
、
贈
与
税
の
基
本
的
な
仕
組
み
に
つ
い
て
解
説
す
る
。

な
っ
た
。
改
正
を
前
に
、
贈
与
税
の
基
本
的
な
仕
組
み
に
つ
い
て
解
説
す
る
。

贈与税の基本のキ 
改正の前に 

知っておくべきこと
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★ご質問はお気軽にお寄せください。　info@jaifa.or.jp

う
課
税
方
法
の
話
な
ん
だ
。
こ
れ
と
は
別
の

課
税
方
法
と
し
て
相
続
時
精
算
課
税
が
あ
り
、

親
な
ど
か
ら
贈
与
を
受
け
た
財
産
に
つ
い
て

は
、
ど
ち
ら
か
を
選
択
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

相
続
時
精
算
課
税
は
ど
の
よ
う
な
仕
組

み
で
す
か
。

相
続
時
精
算
課
税
で
は
、
１
１
０
万
円

の
基
礎
控
除
で
は
な
く
、
２
５
０
０
万
円
の

特
別
控
除
を
差
し
引
く
こ
と
が
で
き
、
税
率

も
一
律
20
％
で
す
む
。

２
５
０
０
万
円
も
控
除
で
き
る
の
は
凄

い
で
す
ね
。

そ
う
だ
ね
。
で
も
こ
の
２
５
０
０
万
円

は
毎
年
引
け
る
の
で
は
な
く
、
同
じ
人
か
ら

の
贈
与
に
つ
い
て
累
計
で
、
と
い
う
こ
と
だ

け
ど
ね
。
一
方
で
、
相
続
時
精
算
課
税
で
は

「
３
年（
改
正
後
は
７
年
）以
内
」に
限
ら
ず
、

ず
っ
と
過
去
に
さ
か
の
ぼ
っ
て
贈
与
財
産
の

持
ち
戻
し
が
必
要
な
ん
だ
。
た
だ
、
こ
の
相

続
時
精
算
課
税
に
つ
い
て
も
改
正
が
実
施
さ

れ
る
こ
と
に
な
っ
た
よ（
詳
し
く
は
次
号
以

降
で
解
説
）。

10
年
間
、
4
人
の
子
や
孫
に
１
１
０
万

円
ず
つ
贈
与
す
れ
ば
、
４
４
０
０
万
円
を
無

税
で
移
せ
る
と
い
う
こ
と
に
な
り
ま
す
ね
。

た
だ
し
、
贈
与
者
の
死
亡
前
３
年
以
内

の
贈
与
に
つ
い
て
は
特
別
な
ル
ー
ル
が
あ
る
。

１
１
０
万
円
以
下
で
贈
与
税
が
か
か
ら
な

か
っ
た
場
合
も
含
め
、
贈
与
者
が
死
亡
し
た

時
に
は
相
続
財
産
と
し
て
カ
ウ
ン
ト
し
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
ん
だ
。

せ
っ
か
く
贈
与
し
た
の
に
…
…
。

そ
う
だ
よ
。
相
続
税
の
計
算
上
、
死
亡

前
３
年
以
内
の
贈
与
財
産
を
実
際
の
相
続
財

産
に
加
算
し
て

―
こ
れ
を
一
般
に「
持
ち

戻
す
」と
呼
ん
で
い
る

―
相
続
税
を
計
算

す
る
ん
だ
。
だ
か
ら
、
死
亡
前
３
年
以
内
の

贈
与
は
原
則
と
し
て
相
続
税
を
減
ら
す
効
果

は
な
い
、
と
い
う
こ
と
に
な
る
。

３
年
よ
り
前
に
贈
与
し
た
分
は
持
ち
戻

す
必
要
は
な
い
ん
で
す
よ
ね
。

７
年
以
内
の
贈
与
は
加
算
へ

こ
れ
ま
で
は
ね
。
そ
れ
が
今
回
の
改
正

で
、
持
ち
戻
す
贈
与
財
産
の
対
象
が
死
亡

前「
７
年
以
内
」に
拡
大
さ
れ
る
ん
だ
。
対

象
と
な
る
の
は
、
２
０
２
４
年
の
贈
与
か
ら

で
、
実
際
に
改
正
の
影
響
が
出
て
く
る
の
は

２
０
２
７
年
以
降
の
相
続
に
な
る
。
一
方
で
、

相
続
開
始
前
４
～
７
年
の
贈
与
財
産
に
つ
い

て
は
合
計
額
の
う
ち
１
０
０
万
円
ま
で
は
加

算
対
象
外
と
な
る
。

そ
れ
じ
ゃ
、
う
ん
と
早
く
か
ら
贈
与
す

れ
ば
ま
だ
Ｏ
Ｋ
で
す
ね
。

確
か
に
、
相
続
対
策
と
し
て
の
生
前
贈

与
は
早
く
始
め
れ
ば
始
め
る
ほ
ど
効
果
は
大

き
い
ん
だ
け
れ
ど
、
贈
与
者
か
ら
み
れ
ば
早

く
か
ら
、
つ
ま
り
ま
だ
“
若
い
”
う
ち
か
ら

財
産
を
渡
す
こ
と
に
抵
抗
を
感
じ
る
こ
と
も

あ
る
か
も
し
れ
な
い
よ
。

贈
与
税
に
は
、
相
続
時
精
算
課
税
制
度

と
い
う
の
も
あ
る
と
聞
き
ま
し
た
が
…
…
。

こ
れ
ま
で
説
明
し
て
き
た
１
１
０
万
円
の

基
礎
控
除
、
死
亡
前
３
年
以
内
の
贈
与
財
産

の
持
ち
戻
し
と
い
う
の
は
、
暦
年
課
税
と
い
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こ
の
コ
ー
ナ
ー
で
は
、「
わ
た
し
た
ち
の
く
ら
し
と
生
命
保
険
」を
テ
ー
マ
に
し
た
公
益
財
団
法
人
生
命
保
険
文
化
セ
ン
タ
ー
主
催
に
よ
る
第
60
回
中
学
生
作
文
コ
ン
ク
ー
ル
の
入
賞
作
品
を
ご
紹
介
し
ま
す
。

あ
り
が
と
う
命
保
険

生

No.

「
と
こ
ろ
で
保
険
料
っ
て
い
く
ら
で
し
た
っ
け
。」

そ
ん
な
母
と
祖
母
の
や
り
取
り
に
姉
と
目
を
見
合
わ
せ
、
違
和
感
を

覚
え
た
の
は
今
か
ら
三
カ
月
前
の
こ
と
。
話
を
聞
け
ば
、
保
険
料
ど

こ
ろ
か
そ
の
保
険
の
中
身
も
知
ら
な
い
ら
し
い
。
私
は
毎
月
支
払
っ

て
い
る
は
ず
の
保
険
に
つ
い
て
何
も
知
ら
な
い
母
を
見
て
、
ど
う
い

う
こ
と
な
の
だ
ろ
う
と
不
思
議
に
思
っ
た
。

そ
う
は
言
っ
て
も
、
母
が
知
ら
な
い
の
も
無
理
は
な
い
。
な
ぜ
な

ら
、
私
が
住
ん
で
い
る
漁
師
町
で
は
、
組
合
か
ら
紹
介
さ
れ
た
保
険

に
加
入
す
る
の
が
当
た
り
前
の
文
化
で
、
祖
母
が
ま
と
め
て
管
理
し

て
い
た
か
ら
だ
。
ど
う
や
ら
、
家
族
全
員
分
の
保
険
料
の
支
払
い
は

祖
母
が
し
て
い
る
よ
う
だ
っ
た
。
し
か
し
、
そ
の
祖
母
で
す
ら
、
契

約
し
て
か
ら
時
間
が
経
つ
と
、
ど
ん
な
内
容
か
忘
れ
て
い
た
こ
と
は

さ
ら
に
衝
撃
だ
っ
た
。
自
分
た
ち
が
汗
水
垂
ら
し
て
働
い
て
稼
い
だ

お
金
で
、
将
来
の
備
え
を
し
て
い
る
の
に
、
万
が
一
の
時
に
ど
の
よ

う
な
備
え
が
で
き
て
い
る
の
か
分
か
ら
な
け
れ
ば
、
備
え
と
し
て
機

能
し
て
い
る
と
は
言
え
な
い
気
が
し
て
し
ま
う
。
私
は
保
険
に
つ
い

て
家
族
に
伝
え
た
い
気
持
ち
と
、
ち
ょ
っ
と
し
た
好
奇
心
で
、
調
べ

ず
に
は
い
ら
れ
な
か
っ
た
。
今
は
ス
マ
ホ
も
あ
る
し
、
ネ
ッ
ト
を
使

え
ば
様
々
な
情
報
が
手
に
入
る
。
そ
も
そ
も
生
命
保
険
は
必
要
な
の

か
、
加
入
し
て
い
る
保
険
は
適
正
な
金
額
で
あ
る
か
、
見
直
す
き
っ

か
け
を
作
り
た
く
て
様
々
な
記
事
や
動
画
を
た
ど
る
こ
と
に
し
た
。

あ
る
日
、
私
は
勇
気
を
出
し
て
、
国
が
医
療
費
を
七
割
負
担
し
て

く
れ
て
い
る
話
や
高
額
に
な
っ
た
場
合
の
保
障
制
度
な
ど
が
あ
る
こ

と
か
ら
、

「
保
険
自
体
い
ら
な
い
の
で
は
な
い
か
。」

と
家
族
へ
伝
え
て
み
た
。
し
か
し
、
母
は
私
に
、

「
保
険
は
自
分
の
た
め
に
入
っ
て
い
な
い
。
明
日
自
分
の
身
に
何
が

起
こ
る
か
分
か
ら
な
い
か
ら
、
保
険
は
家
族
へ
の
投
資
。
自
分
の
大

千
葉
県
　
い
す
み
市
立
大
原
中
学
校
　
一
学
年
　
勝か
つ

　み見
　
流る

る々

誰
も
知
ら
な
い「
保
険
」

242

全日本 
中学校長会賞
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このコーナーは公益財団法人生命保険文化センターのご協力を得て作成されています。生命保険文化センターでは、
生命保険にまつわるさまざまな情報を発信していますので、ホームページをぜひご覧ください。 https://www.jili.or.jp/

切
な
子
供
た
ち
へ
の
備
え
に
理
由
は
い
ら
な
い
。」

と
言
っ
た
。
保
険
を
理
解
し
て
い
な
い
割
に
は
、妙
に
説
得
力
が
あ
っ

た
。
た
し
か
に
一
時
的
な
損
得
感
情
で
保
険
を
や
め
る
こ
と
は
簡
単

か
も
し
れ
な
い
が
、
長
期
的
に
考
え
て
み
た
ら
、
人
生
ど
ん
な
ア
ク

シ
デ
ン
ト
が
あ
る
か
分
か
ら
な
い
。
祖
父
が
交
通
事
故
で
亡
く
な
っ

た
時
も
保
険
金
が
な
け
れ
ば
、
私
た
ち
家
族
は
路
頭
に
迷
っ
て
い
た

可
能
性
だ
っ
て
あ
っ
た
。
そ
う
な
ら
ず
に
い
ら
れ
た
の
は
、
祖
母
が

し
っ
か
り
と
生
前
か
ら
備
え
て
い
た
か
ら
に
違
い
な
い
。
何
よ
り
も

家
族
愛
を
感
じ
ら
れ
た
こ
と
が
、
私
は
嬉
し
か
っ
た
。
だ
か
ら
こ
そ

改
め
て
、
保
険
を
知
ら
な
い
こ
と
は
非
常
に
危
険
で
、
他
人
任
せ
に

す
る
こ
と
も
き
っ
と
違
う
。
家
族
と
は
じ
め
て
保
険
に
つ
い
て
真
面

目
に
話
し
て
み
て
、
そ
れ
だ
け
は
胸
を
張
っ
て
言
え
る
。
私
は
し
っ

か
り
知
識
を
つ
け
て
、
自
分
に
子
供
が
で
き
た
時
の
備
え
は
し
っ
か

り
し
て
あ
げ
た
い
。

「
子
供
は
ケ
ガ
や
病
気
に
な
ら
な
い
こ
と
が
一
番
だ
け
れ
ど
、
保
険

は
お
守
り
の
よ
う
な
存
在
だ
。」

と
母
は
言
っ
た
が
、
そ
れ
が
た
だ
の
お
守
り
に
な
っ
て
い
て
は
い
け

な
い
と
私
は
思
う
。
そ
し
て
、
保
険
の
こ
と
を
し
っ
か
り
と
理
解

し
て
い
な
か
っ
た
祖
母
と
母
に
も
う
一
度
加
入
し
て
い
る
保
険
を
見

直
し
て
も
ら
い
、
正
し
い
知
識
と
付
き
合
い
方
を
し
て
も
ら
い
た
い
。

そ
う
す
る
こ
と
で
、
保
険
が
本
当
の
意
味
で
安
心
と
備
え
の
二
つ
の

役
割
を
す
る
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

あ
の
話
し
合
い
か
ら
し
ば
ら
く
し
て
、
家
族
で
難
し
い
話
を
す
る

機
会
も
増
え
た
。
そ
の
き
っ
か
け
を
与
え
て
く
れ
た
保
険
に
、
今
は

感
謝
し
て
い
る
。
そ
し
て
、
今
で
は
「
誰
も
知
ら
な
か
っ
た
保
険
」
は

も
う
我
が
家
に
な
い
。

新刊の
ご案内

｢医療保障ガイド」の 

改訂版 ができました！

「医療保障ガイド」は、公的医療保険の仕組み、事例でみる入院 

費用、生命保険会社が取り扱う医療に備える生命保険の仕組み 

などについて、図表や事例を用いてわかりやすく解説しています。

今回の改訂では、ページ数を4ページ増やして内容の充実を図り、

ページデザインやイラストも刷新しました。

「最近の公的医療保険制度の動き」として、制度改正（後期高齢

者医療制度の窓口負担割合の見直しなど）やデジタル化の動き 

（マイナンバーカードの健康保険証利用など）などをまとめています。

「事例でみる入院費用（6ケース）」では、計算に使用する診療報酬な

どを最新化し、所得に応じた医療費の自己負担額を掲載しています。

B5判・56ページ 
（オールカラー）

1部200円 
（税込価格、送料別）

お申込みは（公財）生命保険文化センターホームページ（https://www.jili.or.jp/） 
でどうぞ。電子版をAmazonで販売しています！

タイムリー、そして役立つ情報が満載！メールマガジンのご登録をぜひどうぞ

（公財）生命保険文化センターでは毎月数回、社会保障制度の動向や税制 

改正など役立つ情報をメールマガジンにて無料でお届けしています。登録は 

ホームページ上のバナーから簡単にできます。

メールマガジン 生命保険・生活設計に関する情報をお届けしています
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第 　 回

遺
族
厚
生
年
金
に
は「
中
高
齢
寡
婦
加

算
」と
い
う
も
の
が
あ
っ
て
、
夫
が
死
亡

し
た
場
合
に
残
さ
れ
た
妻
が
40
歳
以
上
で
あ
れ

ば
年
金
額
が
増
え
る
と
聞
き
ま
し
た
。
い
く
ら
く

ら
い
多
く
な
る
の
で
し
ょ
う
か
？
　
ま
た
、
子
ど

も
が
い
る
と
加
算
さ
れ
な
い
そ
う
で
す
が
、
ど
の

よ
う
な
仕
組
み
な
の
か
詳
し
く
教
え
て
く
だ
さ
い
。

中
高
齢
寡
婦
加
算
は
、
文
字
ど
お
り
中

高
齢
の
寡
婦（
夫
と
死
別
し
た
人
＝
未

亡
人
）の
遺
族
厚
生
年
金
に
加
算
さ
れ
る
も
の

で
す
。
こ
こ
で
い
う「
中
高
齢
」と
は
40
歳
以

上
の
こ
と
で
、
基
本
的
に
は
夫
死
亡
時
に
妻
が

QA

40
歳
以
上
の
場
合
に
加
算
さ
れ
ま
す
が
、
必
ず

し
も
そ
う
と
は
言
い
き
れ
ず
、
加
算
の
仕
組
み

は
ち
ょ
っ
と
複
雑
で
す
。

中
高
齢
寡
婦
加
算
が
加
算
さ
れ
る
か
ど
う
か

は
、
40
歳
以
上
で
あ
る
か
ど
う
か
に
加
え
、
子

が
い
る
か
ど
う
か
に
よ
っ
て
決
ま
り
ま
す（
こ

こ
で
い
う
子
は
、
年
金
支
給
の
対
象
に
な
る
子

の
こ
と
で
、
18
歳
に
到
達
し
て
最
初
の
3
月
31

日
ま
で
の
間
に
あ
る
子
、
ま
た
は
満
20
歳
未
満

の
一
定
の
障
害
状
態
に
あ
る
子
の
こ
と
で
す
）。

１
．夫
死
亡
時
に
妻
が
40
歳
以
上
の
場
合

こ
の
場
合
、
中
高
齢
寡
婦
加
算
が
加
算
さ
れ

る
の
で
す
が
、
子
が
い
る
と
き
は
、
子
が
上
述

の
年
齢
要
件
を
外
れ
る
ま
で
は
中
高
齢
寡
婦
加

算
は
支
給
停
止
と
な
り
加
算
さ
れ
ま
せ
ん
。
す

な
わ
ち
、
夫
死
亡
時
点
か
ら
加
算
さ
れ
る
の
で

は
な
く
、
子
が
18
歳
到
達
年
度
末
を
迎
え
る
な

ど
し
た
場
合
に
、
そ
の
時
点
か
ら
加
算
さ
れ
ま

す
。
一
方
で
、
子
が
い
な
い
と
き
は
、
夫
死
亡

時
か
ら
加
算
さ
れ
ま
す
。

年
齢
の
ほ
か
に
子
の
有
無
も

40歳が境目の遺族厚生年金

子
が
い
る
場
合
は
、
遺
族
厚
生
年
金
に
加

え
、
遺
族
基
礎
年
金
が
支
給
さ
れ
ま
す
。
そ
の

見
返
り
と
し
て
中
高
齢
寡
婦
加
算
は
加
算
さ
れ

ま
せ
ん
。
子
が
18
歳
到
達
年
度
末
を
迎
え
る
な

ど
し
て
遺
族
基
礎
年
金
が
支
給
さ
れ
な
く
な
る

と
、
中
高
齢
寡
婦
加
算
が
加
算
さ
れ
る
、
と
い

う
こ
と
で
す
。
な
お
、
中
高
齢
寡
婦
加
算
の
額

は
60
万
円
弱（
年
額
）で
す
。
妻
が
受
け
取
る
遺

族
基
礎
年
金
は
子
の
数
に
よ
っ
て
異
な
り
ま
す

が
、
子
が
１
人
の
場
合
で
約
１
０
０
万
円
で
す
。

２
．
夫
死
亡
時
に
妻
が
40
歳
未
満
の
場
合

こ
の
場
合
、
子
が
い
な
け
れ
ば
中
高
齢
寡
婦

加
算
が
加
算
さ
れ
る
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
。
一

方
、
子
が
い
る
場
合
は
、
遺
族
厚
生
年
金
に
加

え
遺
族
基
礎
年
金
を
受
給
で
き
ま
す
が
、
子
が

18
歳
到
達
年
度
末
を
迎
え
る
な
ど
し
て
遺
族
基

礎
年
金
が
支
給
さ
れ
な
く
な
っ
た
時
点
で
妻
が

40
歳
以
上
で
あ
れ
ば
、
そ
の
時
点
か
ら
中
高
齢

寡
婦
加
算
が
加
算
さ
れ
ま
す
。

以
上
を
ま
と
め
る
と
左
表
の
と
お
り
に
な
り

遺
族
基
礎
年
金
受
給
中
は
停
止

71
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★ご質問はお気軽にお寄せください。　info@jaifa.or.jp

桐生純子
（株）Feel Communication　代表取締役	  
（組織改善コンサルタント）
富士銀行勤務を経て、米国プログラムの研修会社で
教育トレーナーを経験の後、起業。
オンラインセミナー・研修・講演を数多く実施。個人 
向けには『桐生純子の“大人の学び直し”コミュニケー
ショントレーニングジム」を開講。受講者は全国 
規模で 17 万人を超え日本では数少ないヒューマン
スキル分野で 30 年以上のエキスパート。「一人一人
が主役になって輝く生き方」を実現するプログラム 
はダイバーシティ・多様性の時代にマッチすると業種 
を超えて大好評。公式HP：https://kiryujunko.com/

素敵な人がやっている小さな習慣

社会保険労務士、
1級ファイナンシャル・プランニング技能士
ファイナンシャル・プランナーの教育
研修、教材作成、書籍編集の業務に長く
従事し、2008 年独立。武田祐介社会
保険労務士事務所所長。生命保険各社
で年金やFP受験対策の研修、セミナー
の講師を務めている。

公式HP

▶

https://www.officetakeda.jp/

Profile

武田 祐介

寒い日が続きますがお元気にお過ごしでしょうか!?
寒いとついつい体が前かがみになり視線も低くなり
がちです。また、一生懸命に頑張っている時に何気な
く人から言われた言葉にドキッとしたり傷つくのです。
そんな時こそ“こころストレッチ”の出番です♥今回は
『考え方のクセを見直す４つのStep』のご紹介です。
①「自分はダメだ」と思った出来事を書く
②自分の何がダメだと考えましたか？（頭の中）
③その時、どんな気持ちになりましたか？（心の声）
④�前向きな自分だったら②の部分をどう考えるか
を想像してみる

いかがですか？ほんのちょっと“物事の見方や視
点”を変えることで「そんな自分はダメ」を減らすこ
とができます。「自己肯定感」という言葉を聞いたこ
とがありますか？自己肯定
感とは“自分という存在を
尊重する力のこと”です。日
頃から４つのStepで自分
を幸せにする心の体力作
りを習慣にすることであな
たの笑顔がさらに素敵に
輝きます♥

自分を幸せにする４つのStep

ま
す
。
ポ
イ
ン
ト
は
、
次
の
と
お
り
で
す
。

①�

中
高
齢
寡
婦
加
算
は
40
歳
よ
り
前
に
加
算
さ

れ
る
こ
と
は
な
い
。

②�

遺
族
基
礎
年
金
を
受
給
し
て
い
る
間
は
加
算

さ
れ
な
い（
40
歳
以
降
で
あ
れ
ば
必
ず
加
算

さ
れ
る
と
い
う
こ
と
で
は
な
い
）。

な
お
、
い
ず
れ
の
場
合
も
中
高
齢
寡
婦
加
算

の
加
算
は
65
歳
に
な
る
ま
で
で
す
。
65
歳
に
な

る
と
、
妻
自
身
の
老
齢
年
金
を
受
給
で
き
る
よ

う
に
な
る
の
で
、
中
高
齢
寡
婦
加
算
は
打
ち
切

ら
れ
ま
す
。
ま
た
、
そ
の
名
称
の
と
お
り
、
加

算
の
対
象
に
な
る
の
は「
寡
婦
」だ
け
で
あ
り
、

妻
が
死
亡
し
た
場
合
に
残
さ
れ
た
夫
に
支
給
さ

れ
る
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
。

Vol.131

■中高齢寡婦加算の有無

夫死亡時の 
妻の年齢 40歳以上 40歳未満

子（注） 
がいる

加算あり
ただし老齢基礎年
金を受給している
間（例：子 ど も が
18歳到達年度末
まで）は支給停止

遺族基礎年金が失権
したとき（例：子ども
が18歳 到 達 年 度 末
を迎えたとき）に40
歳以上であれば、そ
の時点から加算

子（注） 
がいない 加算あり

加算なし
（40歳になっても 
加算されない）

（注） 18歳到達年度末までの間にあるか、または20歳未満で一定の 
障害状態にある子。
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お
客
様
の
将
来
の
見
通
し
、あ
り
た
い
姿
を

具
体
的
に
イ
メ
ー
ジ
で
き
る
よ
う
示
し
て

解
決
策
を
考
え
て
い
き
ま
す

障
が
い
の
あ
る
方
が
家
族
に
い
ら
っ
し
ゃ
る
と
、
万
が
一
の
際
、

サ
ポ
ー
ト
す
る
側
、
さ
れ
る
側
と
も
に
有
料
の
サ
ポ
ー
ト
が
必
要
と
な
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

そ
の
た
め
に
は
保
障
の
準
備
が
大
事
で
あ
る
と
い
う
こ
と
を

わ
か
り
や
す
く
お
伝
え
し
、
力
に
な
れ
る
よ
う
に
日
々
活
動
し
て
い
ま
す

―
働
き
始
め
て
難
し
い
な
と
感
じ
た
こ
と

は
あ
り
ま
す
か
？

櫛
田　
お
客
様
の
保
険
に
対
す
る
関
心
が
意
外

と
高
く
な
い
と
い
う
こ
と
に
衝
撃
を
受
け
ま
し

た
。
個
人
的
に
生
命
保
険
を
は
じ
め
身
の
回
り

の
お
金
に
つ
い
て
学
ぶ
こ
と
に
関
心
が
高
か
っ

た
せ
い
も
あ
り
ま
す
が
、
保
険
は
内
容
に
よ
っ

て
は
人
生
右
に
も
左
に
も
転
ぶ
た
め
、
き
ち
ん

と
考
え
て
入
っ
て
お
か
な
け
れ
ば
い
け
な
い
、

そ
れ
は
誰
し
も
が
持
っ
て
い
る
考
え
な
の
だ
と

思
っ
て
い
ま
し
た
。
私
が
始
め
に
ア
プ
ロ
ー
チ
し

お
客
様
と
自
分
の
将
来
や
保
障
に 

対
す
る
温
度
差
に
気
づ
い
た

た
年
代
が
、
同
世
代
で
あ
る
20
代
か
ら
30
代
前

半
で
若
い
と
い
う
こ
と
も
あ
る
の
か
も
し
れ
ま

せ
ん
が
、
お
客
様
と
自
分
の
保
険
に
対
す
る
温

度
差
に
気
づ
い
た
時
に
は
と
て
も
驚
き
ま
し
た
。

―
ど
う
し
て
生
命
保
険
に
関
心
が
高
か
っ

た
の
か
教
え
て
い
た
だ
け
ま
す
か
？

櫛
田　
私
に
は
、
障
が
い
の
あ
る
身
内
が
い
ま

す
。
障
が
い
の
あ
る
人
と
家
族
が
と
も
に
安
心

し
て
暮
ら
し
て
い
く
に
は
、
家
族
の
サ
ポ
ー
ト

が
必
要
で
す
。
長
期
間
、
或
い
は
一
生
涯
続
く

こ
と
も
あ
り
ま
す
。
そ
の
よ
う
な
家
族
環
境

だ
っ
た
た
め
、
サ
ポ
ー
ト
し
て
い
る
家
族
が
倒

れ
て
し
ま
っ
た
ら
ど
う
な
る
の
だ
ろ
う
と
、
考

Vol.121
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え
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
そ
ん
な
矢
先
、
サ

ポ
ー
ト
し
て
い
る
父
が
病
に
倒
れ
ま
し
た
。
幸

い
何
年
に
も
わ
た
る
こ
と
は
な
か
っ
た
で
す

が
、
そ
の
短
い
期
間
で
さ
え
、
病
院
に
い
る
父
、

在
宅
の
母
、
一
人
暮
ら
し
の
自
分
と
、
悲
し
き

こ
と
に
不
自
由
な
く
生
活
す
る
に
は
社
会
保
障

だ
け
で
は
足
り
ず
、
大
き
な
お
金
と
時
間
が
必

要
で
あ
る
と
身
を
も
っ
て
経
験
し
ま
し
た
。
い

ざ
と
い
う
時
の
た
め
に
お
金
の
勉
強
を
し
て
お

か
な
い
と
い
け
な
い
と
考
え
る
よ
う
に
な
り
、

フ
ァ
イ
ナ
ン
シ
ャ
ル
プ
ラ
ン
ナ
ー
の
勉
強
を
し

ま
し
た
。
そ
の
上
で
、
実
際
に
自
分
の
生
命
保

険
の
設
計
を
考
え
直
し
ま
し
た
。

―
そ
れ
を
さ
れ
た
の
は
い
つ
頃
で
す
か
？

櫛
田　
20
代
中
頃
に
興
味
を
持
っ
て
勉
強
し
ま

し
た
。
そ
の
後
、
生
命
保
険
各
社
の
担
当
者
か

ら
お
話
を
聞
い
た
上
で
、
の
ち
に
入
社
す
る
こ

と
に
な
る
弊
社
を
選
択
し
ま
し
た
。
そ
の
よ
う

な
経
緯
が
あ
る
の
で
、
保
障
に
つ
い
て
真
剣
に

考
え
る
こ
と
が
当
た
り
前
だ
っ
た
の
で
す
。
学

ん
で
い
る
う
ち
に
、
身
内
に
障
が
い
の
あ
る
方

が
い
ら
っ
し
ゃ
る
方
に
も
お
伝
え
し
た
方
が
よ

い
の
で
は
な
い
か
と
思
う
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

そ
れ
ま
で
は
医
療
福
祉
業
界
で
働
い
て
い
ま
し

た
が
、
一
念
発
起
し
て
生
命
保
険
業
界
に
入
り

ま
し
た
。
当
初
、保
険
を
提
案
す
る
に
あ
た
っ
て
、

お
客
様
の
保
険
に
対
す
る
関
心
度
は
自
分
と
同

程
度
あ
る
と
疑
い
も
し
ま
せ
ん
で
し
た
。
し
か

し
、
提
案
し
て
い
る
う
ち
に
、
自
分
の
関
心
度

と
は
違
う
の
だ
と
い
う
こ
と
を
自
覚
し
ま
し
た
。

そ
こ
に
気
づ
か
ず
、
真
剣
に
提
案
し
て
も
全
然

伝
わ
ら
な
く
て
も
ど
か
し
い
思
い
を
し
た
こ
と

は
、
一
度
や
二
度
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
で
も
、
そ

の
関
心
度
の
差
に
気
づ
い
て
か
ら
は
、
提
案
の

ス
タ
イ
ル
を
少
し
変
え
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

―
具
体
的
に
は
ど
の
よ
う
に
変
え
ら
れ
た

の
で
し
ょ
う
か
？

櫛
田　

と
に
か
く
面
談
を
し
て
い
る
時
に
は
、

お
客
様
に
楽
し
い
時
間
を
過
ご
し
て
い
た
だ
こ

う
と
心
が
け
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
生
命
保

険
は
お
客
様
に
と
っ
て
で
き
れ
ば
考
え
た
く
な

い
、
深
刻
な
話
に
な
り
が
ち
な
商
品
で
す
が
、

私
に
会
い
た
い
、
も
っ
と
詳
し
く
聞
い
て
み
て

も
い
い
か
な
と
思
っ
て
い
た
だ
け
る
よ
う
に
活

動
し
て
い
ま
す
。
ま
だ
若
い
同
世
代
の
方
に
は

「
い
ざ
と
い
う
時
」
と
い
う
の
は
想
像
す
る
の
が

難
し
い
の
で
す
。
そ
こ
で
、
テ
レ
ビ
ゲ
ー
ム
の

「
マ
リ
オ
カ
ー
ト
」
や
「
桃
鉄
」、「
人
生
ゲ
ー
ム
」

な
ど
を
例
え
に
使
っ
て
想
像
し
て
い
た
だ
き
ま

す
。
人
生
も
ゲ
ー
ム
と
一
緒
で
、
駒
を
進
め
る

た
び
に
良
い
こ
と
や
悪
い
こ
と
が
起
こ
っ
た
り

す
る
と
い
う
こ
と
を
お
伝
え
し
た
上
で
、
悪
い

こ
と
が
起
こ
る
こ
と
は
止
め
ら
れ
な
い
で
す
が
、

そ
こ
で
か
か
る
お
金
を
補
え
る
の
が
保
険
な
の

で
す
、
と
い
う
伝
え
方
を
し
ま
す
。
そ
の
後
で

入
院
や
介
護
な
ど
、
ど
れ
だ
け
社
会
保
障
が
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あ
っ
て
ど
れ
だ
け
自
己
準
備
が
必
要
か
と
い
う

こ
と
も
お
伝
え
す
る
と
お
客
様
に
は
よ
く
伝
わ

る
よ
う
に
思
い
ま
す
。
そ
う
い
っ
た
面
談
を
重

ね
て
い
る
う
ち
に
、
少
し
ず
つ
お
客
様
と
の
信

頼
関
係
が
で
き
て
く
る
と
信
じ
て
い
ま
す
。

―
提
案
内
容
は
ど
の
よ
う
に
し
て
決
め
て

い
る
の
で
し
ょ
う
か
？

櫛
田　
ち
ょ
う
ど
20
代
か
ら
30
代
前
半
の
時
期

は
、
独
身
の
方
も
い
ら
っ
し
ゃ
れ
ば
、
結
婚
し
て

お
子
さ
ん
が
い
ら
っ
し
ゃ
る
方
も
お
り
ま
す
の

で
、
お
客
様
の
状
況
に
あ
わ
せ
て
変
え
て
い
ま

す
。
既
婚
の
方
に
は
ラ
イ
フ
プ
ラ
ン
ニ
ン
グ
を
し

ま
す
し
、
独
身
の
方
に
は
今
自
分
が
働
け
な
く

な
る
よ
う
な
状
態
に
な
っ
た
時
の
こ
と
を
お
話

し
し
ま
す
。
障
害
年
金
の
こ
と
は
皆
さ
ん
あ
ま

り
ご
存
じ
で
は
な
い
の
で
、
お
伝
え
し
た
上
で
、

あ
と
ど
の
く
ら
い
あ
っ
た
ら
生
活
で
き
そ
う
か
、

と
い
う
イ
メ
ー
ジ
を
し
て
い
た
だ
き
ま
す
。

―
櫛
田
さ
ん
の
仕
事
の
軸
に
つ
い
て
教
え

て
く
だ
さ
い

種
ま
き
と
フ
ォ
ロ
ー
が 

一
度
に
行
え
る
基
盤
づ
く
り

櫛
田　
一
つ
は
先
ほ
ど
の
一
般
の
ご
家
庭
か
ら
繋

い
で
い
た
だ
き
話
を
さ
せ
て
も
ら
っ
て
ま
す
。
特

化
し
た
と
こ
ろ
で
い
う
と
、
前
職
で
の
作
業
療
法

士
の
経
験
や
各
機
関
と
の
繋
が
り
を
活
か
し
な

が
ら
障
が
い
の
あ
る
方
の
お
ら
れ
る
家
庭
で
す
。

以
前
は
そ
の
縁
で
ご
本
人
、
ご
家
族
へ
の
勉
強
会

で
生
活
ス
キ
ル
や
リ
ハ
ビ
リ
の
情
報
提
供
を
し
て

い
ま
し
た
。
当
時
は
当
た
り
前
な
の
で
す
が
、
制

度
や
治
療
法
の
提
案
は
で
き
て
も
、
そ
れ
で
生

活
で
き
る
の
か
、
そ
の
た
め
の
お
金
は
ど
こ
か
ら

準
備
し
た
ら
よ
い
か
と
い
う
具
体
的
な
お
金
の

相
談
に
は
応
え
る
こ
と
が
で
き
ま
せ
ん
で
し
た
。

治
療
に
は
費
用
が
必
要
な
う
え
に
、
サ
ポ
ー
ト

す
る
人
が
思
う
よ
う
に
働
け
な
く
な
る
と
い
う

こ
と
も
よ
く
あ
る
話
で
す
。
収
入
面
で
も
厳
し

く
な
る
中
で
、
サ
ポ
ー
ト
す
る
人
に
何
か
が
あ
っ

た
ら
立
ち
行
か
な
く
な
る
事
実
を
、
実
体
験
を

踏
ま
え
て
お
伝
え
し
て
い
ま
す
。
身
内
に
障
が
い

の
あ
る
母
が
い
ま
す
し
、
万
が
一
ど
こ
ろ
か
順
当

に
い
け
ば
父
が
亡
く
な
る
ほ
う
が
早
い
の
で
理
解

し
て
く
だ
さ
る
方
は
多
い
で
す
。
生
命
保
険
の

営
業
を
す
る
よ
う
に
な
っ
て
、
作
業
療
法
士
と

し
て
の
知
識
だ
け
で
な
く
、
保
険
に
つ
い
て
の
情

報
を
お
伝
え
す
る
こ
と
も
で
き
る
よ
う
に
な
り
、

頼
っ
て
い
た
だ
け
る
の
は
あ
り
が
た
い
で
す
。

―
お
話
か
ら
櫛
田
さ
ん
が
築
か
れ
て
き
た

信
頼
関
係
が
窺
え
ま
す

櫛
田　

障
が
い
の
あ
る
身
内
が
い
る
と
い
う
共

通
し
た
立
場
も
あ
る
の
で
、
信
頼
も
し
て
い
た
だ

け
ま
す
し
、
お
互
い
の
状
況
も
共
感
で
き
る
の
で

提
案
す
る
時
に
も
、
よ
り
お
客
様
に
寄
り
添
っ

た
提
案
が
で
き
て
い
る
と
い
う
手
応
え
は
あ
り

ま
す
。一
つ
の
ご
家
庭
に
き
ち
ん
と
し
た
フ
ォ
ロ
ー

が
で
き
れ
ば
、
そ
う
い
っ
た
ご
家
族
は
横
の
繋
が
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掛
か け

飛
ひ

 まどか
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モノとバショをつなぐ』 
と い う コ ン セ プ ト で 
活動中。

Interviewer
応   援   メ　ッ  セ   ー  ジ

り
も
あ
る
た
め
、
繋
い
で
い
た
だ
い
た
先
で
お
困

り
ご
と
や
要
望
を
聞
い
て
、
具
体
的
な
解
決
策

の
提
案
を
し
て
い
ま
す
。
お
金
に
限
ら
ず
制
度

利
用
の
案
内
や
施
設
事
業
所
の
マ
ッ
チ
ン
グ
、
相

続
ま
で
幅
広
く
ご
相
談
を
い
た
だ
き
ま
す
。
保

険
の
活
用
だ
け
で
な
く
、
若
い
担
当
者
と
い
う
こ

と
で
出
口
の
面
で
長
き
に
わ
た
る
ア
フ
タ
ー
フ
ォ

ロ
ー
が
で
き
る
と
い
う
点
で
も
喜
ん
で
い
た
だ
い

て
お
り
、
や
り
が
い
を
感
じ
ま
す
。
自
分
の
様
々

な
知
識
や
縁
が
お
役
に
立
て
る
よ
う
な
基
盤
づ

く
り
や
情
報
提
供
を
し
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い

ま
す
。
お
客
様
か
ら
は
、「
一
家
に
一
台
、く
し
ち
ゃ

ん
だ
ね
」
と
言
っ
て
い
た
だ
け
る
こ
と
も
あ
り
、

サ
ポ
ー
ト
で
き
る
存
在
と
し
て
頼
っ
て
い
た
だ
け

る
こ
と
が
何
よ
り
も
嬉
し
い
で
す
。

―
櫛
田
さ
ん
が
お
客
様
に
接
す
る
時
の
ス

タ
ン
ス
に
つ
い
て
お
聞
か
せ
く
だ
さ
い

櫛
田　
目
の
前
の
方
に
足
並
み
を
合
わ
せ
る
と

い
う
こ
と
で
し
ょ
う
か
。
作
業
療
法
士
を
し
て

い
た
時
代
は
、「
リ
ハ
ビ
リ
の
先
生
」
と
し
て
正

し
い
や
り
方
を
伝
え
て
き
ま
し
た
。
で
も
、
実

際
に
は
、
正
し
い
方
法
と
い
う
の
は
そ
の
人
そ

の
人
で
違
う
の
で
は
な
い
か
、と
思
っ
て
い
ま
す
。

そ
の
よ
う
な
考
え
か
ら
、
ラ
イ
フ
プ
ラ
ン
ナ
ー

と
し
て
の
正
し
い
方
法
を
押
し
付
け
る
の
で
は

な
く
、
お
客
様
一
人
ひ
と
り
の
「
正
し
い
選
択
」

「
正
し
い
在
り
方
」
を
一
緒
に
探
し
て
い
こ
う
と

い
う
気
持
ち
で
接
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、
お
客

様
に
よ
り
信
頼
し
て
い
た
だ
く
た
め
に
、
パ
ブ

リ
ッ
ク
な
場
で
は
マ
イ
ナ
ス
な
言
葉
は
口
に
し

な
い
よ
う
に
心
が
け
て
い
ま
す
。
人
の
ふ
り
見

て
我
が
ふ
り
直
せ
と
い
う
気
持
ち
で
、
当
事
者

家
族
と
し
て
信
頼
し
て
い
た
だ
け
る
自
分
の
在

り
方
を
模
索
し
な
が
ら
日
々
活
動
し
て
い
ま
す
。

「
同
年
代
の
方
は
ま
だ
生
命
保
険
に
は
関

心
が
な
い
の
で
は
な
い
で
す
か
？　

こ
の

時
期
に
生
命
保
険
の
営
業
を
し
て
み
よ

う
と
考
え
た
の
は
ど
う
し
て
で
す
か
？
」

と
お
た
ず
ね
し
た
と
こ
ろ
、「
独
身
で
あ

る
今
だ
か
ら
こ
そ
チ
ャ
レ
ン
ジ
し
て
み
よ

う
と
思
い
ま
し
た
」と
、答
え
て
く
だ
さ
っ

た
櫛
田
さ
ん
。
ご
自
身
の
身
内
の
介
護
を

さ
れ
て
い
た
方
が
倒
れ
た
時
に
は
、
働
き

な
が
ら
、
週
末
に
実
家
に
戻
っ
て
サ
ポ
ー

ト
も
し
て
い
た
そ
う
。
サ
ポ
ー
ト
す
る
立

場
の
大
変
さ
を
お
わ
か
り
に
な
ら
れ
て
い

る
か
ら
こ
そ
、
寄
り
添
う
お
客
様
に
も
実

感
の
こ
も
っ
た
提
案
が
で
き
る
の
だ
と
思

い
ま
す
。
そ
の
誠
実
さ
は
多
く
の
方
の
信

頼
に
繋
が
っ
て
い
き
ま
す
ね
！
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に
受
け
取
る
制
度
。
運
用
益
に
か
か
る
約
20
％

の
税
金
が
非
課
税
に
な
る
う
え
、
受
け
取
る
と

き
も
税
金
の
優
遇
が
受
け
ら
れ
ま
す
。

企
業
型
Ｄ
Ｃ
は
お
得
な
制
度
な
の
で
す
が
、

転
職
や
退
職
の
と
き
に
は
資
産
を
転
職
先
の
企

業
型
Ｄ
Ｃ
や
ｉ
Ｄ
ｅ
Ｃ
ｏ
（
個
人
型
確
定
拠
出

年
金
）に
移
す
手
続
き
が
必
要
。
転
職
・
退
職

の
翌
月
か
ら
6
ヵ
月
以
内
に
手
続
き
し
な
い
と
、

資
産
が
国
民
年
金
基
金
連
合
会
に
自
動
的
に
移

さ
れ
て
し
ま
い
ま
す（
自
動
移
換
）。

国
民
年
金
基
金
連
合
会
の
資
料
に
よ
る
と
、

２
０
２
２
年
9
月
末
時
点
の
自
動
移
換
者
の
人

数
は
１
１
２
万
６
１
４
５
人
。
２
０
２
１
年
度

末
時
点
で
自
動
移
換
さ
れ
た
年
金
資
産
の
総
額

は
２
５
８
７
億
５
２
０
０
万
円
に
の
ぼ
り
ま
す
。

年
金
資
産
が
自
動
移
換
さ
れ
る
と
、
運
用
が

行
わ
れ
な
い
た
め
、
お
金
が
増
え
ま
せ
ん
。
昨

今
の
物
価
上
昇
の
影
響
で
、
お
金
が
相
対
的
に

目
減
り
し
て
し
ま
う
可
能
性
が
あ
り
ま
す
。

自
動
移
換
さ
れ
た
年
金
資
産
に
は
手
数
料
が

か
か
り
ま
す
。
具
体
的
に
は
、
自
動
移
換
さ
れ

る
と
き
に
４
３
４
８
円
、
自
動
移
換
中
の
管
理

に
毎
月
52
円
ず
つ
か
か
り
、
年
金
資
産
か
ら
差

し
引
か
れ
て
し
ま
う
た
め
、
自
動
移
換
の
期
間

が
長
く
続
く
ほ
ど
年
金
資
産
が
減
り
ま
す
。

さ
ら
に
、
自
動
移
換
中
は
企
業
型
Ｄ
Ｃ
の
加

入
期
間
に
も
カ
ウ
ン
ト
さ
れ
ま
せ
ん
。
60
歳
か

ら
老
齢
給
付
金
を
も
ら
う
に
は
10
年
以
上
の
通

算
加
入
期
間
が
必
要
で
す
が
、
そ
れ
を
満
た
さ

な
く
な
る
こ
と
で
、
年
金
資
産
を
受
け
取
れ
る

年
齢
が
遅
く
な
る
可
能
性
が
あ
り
ま
す
。

自
動
移
換
を
防
ぐ
に
は
、
自
動
移
換
さ
れ
る

前
に
手
続
き
を
す
る
こ
と
に
尽
き
ま
す
。

転
職
先
に
企
業
型
Ｄ
Ｃ
が
あ
る
場
合
、
新
た

に
そ
の
会
社
の
企
業
型
Ｄ
Ｃ
に
加
入
す
る
手
続

き
が
必
要
で
す
。
転
職
先
の
指
示
に
従
っ
て
、

手
続
き
を
行
い
ま
し
ょ
う
。
一
方
、
転
職
先
に

企
業
型
Ｄ
Ｃ
が
な
い
場
合
や
、
独
立
な
ど
を
す

る
場
合
は
、
こ
れ
ま
で
の
企
業
型
Ｄ
Ｃ
の
資
産

を
ｉ
Ｄ
ｅ
Ｃ
ｏ
に
移
換
し
ま
す
。
自
分
で
ｉ
Ｄ

ｅ
Ｃ
ｏ
を
利
用
す
る
金
融
機
関
を
選
び
、
手
続

き
を
行
い
ま
す
。
企
業
型
Ｄ
Ｃ
の
年
金
資
産
は

自
分
の
老
後
の
た
め
に
貯
め
て
き
た
大
切
な
お

金
で
す
。
自
動
移
換
に
よ
っ
て
目
減
り
さ
せ
る

こ
と
の
な
い
よ
う
、
よ
く
確
認
し
て
、
必
要
な

手
続
き
を
取
る
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。

公
的
年
金
に
上
乗
せ
す
る
年
金
を
用
意
で
き

る
私
的
年
金
の
制
度
の
ひ
と
つ
に
、
企
業
型
確

定
拠
出
年
金（
企
業
型
Ｄ
Ｃ
）が
あ
り
ま
す
。

企
業
型
Ｄ
Ｃ
は
、
会
社
が
支
払
っ
て
く
れ
る

掛
金
を
自
分
で
運
用
し
て
、
成
果
を
60
歳
以
降

転
職
・
退
職
の
と
き
に
は

資
産
を
移
す
手
続
き
が
必
要

112万人が放置!?
企業型DCの「自動移換」に注意

143
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JAIFA VOICE
JAIFA 地方協会活動レポートNo.

富士山頂に太陽が重なりダイヤモン
ドが輝いているように見える現象が

「ダイヤモンド富士」。山中湖では10
月から2月にかけて、晴天の日没時に
見ることができます。運が良ければ、
湖面にダイヤモンド富士が映る貴重
な「ダブルダイヤモンド富士」が見ら
れるかもしれません。会員の7割以上が

公益・公営を目的としたイベントに参加しています。

● �レポーター　小石　光徳 
（山梨県協会長／ジブラルタ生命）

山梨県民は約80万人と国内でも有数の少人口県で空家問題や 
少子高齢化、過疎問題などを抱える県です。このような社会問題
を少しでもサポートできるように山梨県協会幹事と相談・協力 
して、公益的な県内イベントへ参加し、JAIFAの活動意義や保険
会社の垣根を越えた各社営業職員の思いなどを周知広報活動して 
います。
具体的には、「がん制圧キャンペーンへの協力・協賛」「著名講師に
よるオープンセミナー」「障がい者就労支援施設等への支援」「JAIFA山梨県協会全会員の名簿と 
活動実績・予定を新聞広告に掲載」「愛のドリーム募金にて社会福祉協議会へ巡回車を贈呈（2年に 
一度）」などを行っています。

2022年８月には、「リレー・フォー・ライフ・ジャパン2022甲府」に参加（延べ6回目）し、ウォー 
キングや進行協力、来場者との歓談などに努め、甲斐

3 3

あるイベントとなりました。2022年６月 
には、人気番組「羽鳥慎一モーニングショー」にコメンテーターとして出演されているジャーナリスト・ 
元AERA編集長の浜田敬子様を講師にお招きし、「一歩踏み出せば自分も社会も変わる」というテーマ 

で、AERA編集長時代のご苦労や思い、気付きなど
を講演いただき、浜田様から生き方を学びました。
2021年10月には、社会福祉法人たんぽぽ様に対し、
仕入れ支援や販売物の購買支援などを行いました。
現在、当協会会員数の7割以上が公益・公営を目的
としたイベントに参加しており、「JAIFAの会員で 
よかった！」と言ってもらえる運営と活動に今後も
邁進してまいります。

県が抱える社会問題を 
サポートできるような活動も

参加し甲斐、やり甲斐のあるイベント・活動を実施

公益的なイベントへ参加し、
JAIFAの活動意義などを
周知広報活動しています

53
推計人口801,090人

（2022年12月1日現在）

山梨県

19 2023  |  February



参加者募集のご案内

2023JAIFA年次大会
in

神神奈奈川川

2023年度の年次大会は、神奈川県横浜市にて開催されます。横浜みなとみらいでご来場を 
お待ちしています。神奈川ご当地グルメもお楽しみください。大会へのご案内は、左記 
ページよりご確認の上お進みください。

開催場所

パシフィコ 
横浜国立大ホール
横浜ロイヤル 
パークホテル

開催日

2023年 
6月20日 火

年次大会

ディナー
パーティ

本大会はJAIFA「公益目的事業」です。 
会員はもとより一般市民の方、ご友人お客様など、どなたでもご参加いただけます。

大会参加定員について

年次大会 
（パシフィコ横浜国立大ホール）

参加定員 ▶5,000名（予定）

ディナーパーティ 
（横浜ロイヤルパークホテル）

参加定員 ▶1,000名（予定）

お申込み方法について※

お申込み方法は  WEB  のみ、
  1人につき1申込み  となります。

（複数での購入はできません。）
定員になり次第締め切らせて 
いただきますので、お早めにお
申込みください。

大会規模
5,000名

※�現在、QRコードを読み取りいただいても申込期間外のためエラー
が表示されます。開設までしばしお待ちください。
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世界を変えた大発明

コンピュータ

情報社会を支える再重要技術の歴史について振り返ってみましょう

プライベートを充実させる！
モノを片付けて、スッキリ生活を実現！

モノを整理してリラックスできる住空間にしませんか？

特 集

特集 第9回

連載 第9回

2
2023

昭
和
41年

5月
20日

第
3種
郵
便
物
認
可
　
令
和
5年
2
月
1日
発
行（
毎
月
1回
1日
発
行
）第
2
号
第
61巻

トリプルアニバーサリーイヤー

日本をもっと元気よく JAIFAはこれからも、全国の被災地支援に取り組んでいきます

JAIFA公式LINEの
友だち登録は
こちらから。

プ
レ
ゼ
ン
ト
（
第
２
号
61
巻
）
令
和
５
年
２
月
1
日
発
行
（
毎
月
1
回
1
日
発
行
）
昭
和
41
年
5
月
20
日
第
三
種
郵
便
物
認
可
　
編
集
兼
発
行
人
　
金
井 

敬
司
　
定
価
三
〇
〇
円
　
送
料
七
十
一
円
（
会
員
の
場
合
、購
読
料
は
会
費
に
含
ま
れ
ま
す
）
企
画
制
作
（
株
）
セ
ー
ル
ス
手
帖
社
保
険
F
P
S
研
究
所 


